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令和３年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和２年度実績に基づく評価） 作成日 令和 3 年 8 月 6 日
基本目標名 4 豊かな心を育み、学び合うまちづくり
政　策　名 2 地域とともに学び育てるまちづくり
施　策　名 1 生活を豊かにする生涯学習の推進

施策関係課 市民活動促進課、少年指導センター

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

市人口 人 119,348 118,450 117,706

小学校5年生～29歳の人数 人 20,081 19,744 19,474

生涯学習施設の数 件 42 42 42

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
目標 27.0 28.0 29.0 30.0

実績 21.0 33.2 29.9

目標 11.0 11.5 12.0 12.5

実績 9.2 10.5 7.0

目標 90.0 91.0 92.0 93.0 

実績 100.0 96.3 65.0 市政に関するアンケート調査

目標 40.0 45.0 50.0 55.0 市政に関するアンケート調査

実績 37.4 38.5 36.9 成人式企画運営委員会アンケート調査

目標 市政に関するアンケート調査

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3

目標 78,000 79,000 80,000 81,000 目標 100.0 100.0 100.0 100.0

実績 66,575 51,952 42,330 実績 100.0 93.7 -

目標 40.0 45.0 50.0 55.0 目標 500 600 700 800

実績 37.4 38.5 36.9 実績 464 482 42

目標 目標

実績 実績

目標 415 420 425 430 目標

実績 369 373 356 実績

目標 1.8 1.9 2.0 2.1 目標

実績 1.9 1.3 0.3 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和２年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和２年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和２年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性
施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

生涯学習課

大塚　純一

施策の目
的

「対　象」

①市民
②市内の青少年
③生涯学習施設

①
日頃から生涯学習活動に取り組ん
でいる市民の割合

％

②
学習成果を還元する取組を行う市
民の割合

％

③
自分が成長し自立したと感じる新成
人の割合

％

成果指標の
取得方法

④
学習の環境が整っていると感じる市
民の割合

％

⑤

学習情報
及び場の
提供

①市民
②生涯学
習の拠点
施設

①学習情報が提供
されている。
②学習の場が整備
されている。

①
生涯学習のホーム
ページへのアクセス数 件

青少年の
健全育成

①青少年 ①夢や希望を持
ち、心豊かでたくま
しく成長している。

①
体験学習・研修会がた
めになったと答えた児
童・生徒の割合

％

②
学習の環境が整って
いると感じる市民の割
合

％ ②
青年団体が企画し
た事業の参加者数

人

③ ③

学習成果
を活かす
取組

①学習して
学んだ市
民

①学習で培った知
識、技術を社会へ
還元できる。

①
生涯学習ボラン
ティア登録者数

人 ①

②
一人あたりの楽習講
師が社会還元した件
数

件 ②

・多くの市民が主体的に生涯学習に取り組めるよう、生涯学習に関する情報を発信する
とともに、現代の課題や市民のニーズに合った講座を企画し、幅広い世代が参加・交流
できる学びの場を提供する。
・人材育成や学習成果を発表・還元する機会の充実を図り、学習成果を活かす取組を市
民活動につなげる。
・青少年を対象とした体験的な学習活動を実施するとともに、青年団体の活動や青少年
の健全育成のための学習活動を実施している団体への支援を行う。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・生涯学習メニューパンフレットの作成や広報誌に生涯学習情報オープンを掲載するなど情報発信に取り組
んだ。生涯楽習フォーラムや楽習講師フェアは新型コロナウイルス感染症のため中止となったが、静のアート
作品展をオンラインにて行い学習成果発表の機会を提供した。
・市民大学や各地区公民館市民教養講座について、広報誌やホームページ、生涯メニューパンフレット等で
市民に講座の開催を周知した。
・青少年を対象とした体験的学習活動や青年団体の活動は、新型コロナウイルス感染症のため一部の事業
のみの実施となった。

【成果指標達成状況】
・「日頃から生涯学習活動に取り組んでいる市民の割合」は目標を達成できたが、前年比3.3％減少となった。
・「学習成果を還元する取組を行う市民の割合」は前年比3.5％の減少で目標未達成であった。新型コロナウ
イルス感染症のため学習成果発表の場が減少したことが要因と考えられる。
・「自分が成長し自立したと感じる新成人の割合」は、前年比23.6％の減少で目標未達成であった。
・「学習の環境が整っていると感じる市民の割合」は前年比1.9％の減小で目標未達成であった。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・生涯楽習フォーラム、楽習講師フェアは新型コロナウイルス感染症のため
中止となったが、静のアート作品展をオンラインにて行い、市民の生涯学習
活動の振興を図ることができた。
・市民大学や市民教養講座等は、ホームページや広報誌等で情報提供を
行ったが、新型コロナウイルス感染症のため中止となる講座もあった。
・生涯学習施設の改修については、田沼図書館空調設備改修事業や中央
公民館空調設備改修事業等を実施した。

【成果指標達成状況】
・「生涯学習のホームページへのアクセス数」は、（実績値未定）
・「学習の環境が整っていると感じる市民の割合」は、前年比1.1％の増加で
あるが目標未達成であった。新型コロナウイルス感染症のため、生涯学習
施設の利用制限が要因の一つと考えられる。

【基本事業の取組方針達成状況】
・青少年を対象とした体験的な学習活動は、新型コロナウイルス
感染症のため、実施できなかった。
・青年団体の活動や青少年の健全育成のための学習活動を実施
している団体への支援については、新型コロナウイルス感染症の
ため、団体の活動は一部の事業のみの実施となり支援も最小限
にとどまった。

【成果指標達成状況】
・「体験学習・研修会がためになったと答えた児童・生徒の割合」
は、事業が中止となりアンケート調査が実施できなかった。
・「青年団体が企画した事業の参加者数」は、一部の事業のみの
実施となり目標未達成であった。

【基本事業の取組方針達成状況】
・静のアート作品展をオンラインにて行い学習成果の発表機会
を提供した。
・楽習出前講座・企画講座は、新型コロナウイルス感染症対策
を講じながら開催し、オンラインでの講座も実施した。

【成果指標達成状況】
・「生涯学習ボランティア登録者数」は、前年比17人の減となり
目標未達成であった。
・「一人あたりの楽習講師が社会還元した件数」は、前年比1.0
件の減少で目標未達成であった。新型コロナウイルス感染症
のため楽習講師の活動ができなかったことが要因の一つと考
えられる。

・広報さの及びホームページに生涯学習情報を掲載、生涯学習メニューパンフレットを年２回
発行し学習情報を提供できたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、生涯楽習フォーラ
ム・各種講座等の開催ができず、学習成果を還元する機会の提供が十分ではなく、「日頃から
生涯学習活動に取り組んでいる市民の割合」は目標を達成したものの「学習成果を還元する
取組を行う市民の割合」及び「学習の環境が整っていると感じる市民の割合」は目標に達しな
かった。
・生涯学習施設の修繕については、緊急性の高いものから優先的に行ったが、今後も計画的
に実施する必要がある。
・青少年を対象とした体験的な学習活動として、中高生ボランティア研修会、ジュニアリーダー
研修会を計画していたが、新型コロナウイルス感染症のため実施できなかった。また、青年団
体の活動についても一部の事業のみの実施にとどまり目標に達しなかった。
・新型コロナウイルス感染症のため、生涯学習事業の中止や施設の利用休止があり、また
様々なコミュニティ活動が制限された。
・当施策の令和２年度の決算額は約３億7,582万円で、前年度に比べ約 1,989万円の増となっ
た。主な要因は、田沼図書館空調設備改修事業の実施による。

【令和３年度で解決する課題】
・第２次佐野市生涯学習推進基本構想・中期基本計画【R４～R
７】及び佐野市子ども読書活動推進プラン【R４～R７】の策定

【令和４年度以降にも引き継がれる課題】
①多様化する学習ニーズへの対応
➁学んだ成果を社会に還元する機会の提供
③生涯学習施設の改修・修繕
④青少年の健全育成のための学習活動の提供
⑤感染症対策に対応した生涯学習の推進とコミュニティ活動へ
の支援

【令和４年度重点課題】
⑥図書館の利便性向上に向けて、指定管理期間（H30～R４）終
了に伴う次期公募の実施　

①類似する生涯学習課事業と公民館事業の統合など、各講
座の内容を検討し様々な課題への対応を図る。
➁学習成果を自ら企画し発表できる各種講座等を開催し、
地域社会の人材育成やまちづくりにつながるよう支援する。
③図書館・公民館等の生涯学習施設について、計画的に改
修・修繕を行い、快適な学習の場の提供を行う。
④青少年を対象とする体験的な学習を継続的に実施すると
ともに、それらに高校生・大学生等の青年をスタッフとして活
用しリーダー養成につなげる。また、青少年健全育成のため
の学習活動を実施している青年団体を支援する。
⑤「新しい生活様式」に対応した生涯学習事業や施設運営
の推進及びコミュニティ活動における継続的な取組の必要
性を啓発する。
⑥図書館の指定管理者公募にあわせ、利用者へのサービ
ス向上が図れるよう、募集要項及び仕様書を作成する。

成果指標
設定の考え方

①自発的に生涯学習に取り組んでいる状況を
把握するために設定する。
②学習成果を地域社会に還元しようするため
の取組を行っているかどうかを把握するために
設定する。
③自ら成長したと感じる新成人が増えること
は、青少年の健全育成が図れている表れと考
えられるので、この指標を採用する。
④生涯学習などの環境が整っていると感じる市
民が増えることは、学習の場が提供できている
と考えられるので、この指標を採用する。

施策の目
的

「意　図」

①主体的に学習し、その学習成果を地域社会へ
還元する。
②青少年が健全に成長する。
③学習の環境が整う。

施
策

基
本
事
業

学習情報
及び場の
提供

・市民大学や各地区公民館市民教
養講座、楽習講師企画講座の開催
等の生涯学習推進に関する情報を、
広報紙やホームページ等を通じて市
民へ提供し、市民の主体的な生涯学
習活動を支援する。
・公民館まつりや、佐野市生涯楽習
フォーラム、楽習講師フェアを実施
し、市民の生涯学習活動への参加を
促す。また、楽習講師の企画講座・
出前講座等において、時代に即応し
た新しいテーマでの講座を実践する
ことで、市民の生涯学習活動を振興
する。
・生涯学習施設について、計画的に
改修を行う。

青少年の
健全育成

・青少年を対象とした社会性・協
調性を養うための体験的な学習
を継続して行う。
・子どもたちの健全育成に取り
組む人材を育成するため、子ど
も会の育成者を対象に、研修講
座を開催する
・青少年の健全育成を図るため
の学習活動を実施している団体
への支援を行う。

学習成果
を活かす
取組

・佐野市生涯楽習フォーラム、
楽習講師フェア、公民館まつり
及び楽習講師の企画講座・出
前講座等を実施することによ
り、自らの学習成果を発表、活
用できる機会を提供する。
・学習成果を活かす楽習講師の
制度を周知し、市民の主体的・
自主的な学習を支援する。

施
策
の
基
本
情
報

　平成25年６月に第２期教育振興基本計画が閣議決定され、教育基本法の理念を踏ま
え多様性を尊重しつつ、「自立」、「協働」、「創造」を基軸とした生涯学習社会の構築に向
けて、「人材育成」等の方向性及び成果目標が設定され、基本施策が示された。個々人
の直面する課題や社会の多様な課題に対応した質の高い学習機会等を充実するととも
に、学習成果が広く社会で活用されるよう求められている。
　平成27年６月議会において、本市の生涯学習の推進に関し、生涯学習推進基本計画
策定後の経過と今後、人材育成等将来を見据えた生涯学習の推進、全市的に推進して
いくための生涯学習の拠点等についての質問があった。また、平成28年12月には、佐野
市社会教育委員から（仮称）生涯学習センター設置についての提言書が提出された。
　平成31年３月に今後より一層多様化・高度化する市民の学習ニーズにこたえ、生涯学
習のまちづくりを推進するために第２次佐野市生涯学習推進基本構想・前期基本計画を
策定した。
　新型コロナウイルス感染症の発生により、感染症対策を行う必要が生じたほか、「新し
い生活様式」への対応が求められている。
 　図書館・公民館等の生涯学習施設は、市民のニーズに沿った利用しやすい学習の場
であることが求められている。

・自らが選択したことを楽しく学び、自己
の向上に努める。
・地域社会の活動に参加し、学習成果
を地域に還元する。

・自らが選択したことを楽しく学び、自
己の向上に努める。
・地域社会の活動に参加し、学習成果
を還元する。

・生涯学習、社会教育への参加の啓
発、生涯学習のメニューの充実を図
る。
・社会的な課題への対応や専門知識
の習得など、社会の要請に応える学
習の機会を提供する。


